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(5) 第46号 皇學館大學神道研究所所報 平成 6 年 1 月 31 日
昭 和 四 十 年 ( - 九 六 五 ） 九 月 、
米国クレア
モント市のプレイズデル研究所が主催した国際 神 道 学 術 会 議 「 一 九 四 五 年 以 降 の 神 道 」 にパネリストとの一人として参加したw.p.ウ ッ ダ ー ド は 、 占
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日 本 政 府 ノ 法 令 二
依ッテ宗派神道或ハ教派神道卜区別セラレタル神道ノー派
、






祭 祀 ト シ テ 類 別 セ ラ レ タ ル 神 道 ノ 一 派 （ 国 家神道或ハ神社神道）ヲ指スモノデアル。」を指している。
ウッダ
|ドは、







Japane s e 
(9) 
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点 に つ い て 「 著 者 は 、 神 社 神 道
を 非 国 教 化 し 、
いくつかの行為や恨行を禁止した連合国最高司令官の指令が、神社神進(S百ine
Shinto) 





別 す る こ と な く 用 い





と こ ろ が 、

































Shi n t o
" 
の原文によっ て こ の 点 を 検 討 す る の が 本 稿 の
(9) 




Sh i nt o
" 
ウッダ ー ド は 神 道 指 令 に つ い て 論 じ た 章 の





る が 、 先 ず 、 神 道 指 令
の行っ
た こ と は
二 つ あ っ






















神 道 指 令 に 掲 げ ら れ た 順 に 、
強制






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Cult) 」 と い う 用 語 を
設定して、「国家神道」は
その一部（あるいは、その一部分が国体礼賛主義と重なる）に過ぎない
と 主 張 し た こ と に あ っ た 。
しかし、彼に注目した人々の間でさえ、この論点を正確に把握した人はほとんどいな

















と い う 題 を 付 け て










葦 津 珍 彦 氏 が 次 の よ う に 述 べ る 必 要 は な っ たであろう。
「 そ の 国 家 神 道 な る も
のは、明治以来の真摯
な る 神 道 人 の 志 を 前 提 源 流 と し て 出 発 し た ものではあるが
、
有力な非神道の政治権力や非
神 道 の 宗 教 勢 力 か ら の 強 い プ レ ー キ と の 交 錯が 重 な っ て 、
それらの諸力に「中
















世 俗 的 合 理 主 義 で 「 無 気 力 に し て 無 能 」






誤 認 し て 、
国家神道に猛攻を浴ぴせた。
そ し










る い は 防 衛 し た の で は な か(2) 
ったかとの感がある。」主―――-a 
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か ら の 引 用 は 餓 者 （ 新 田 ） の 訳 で あ る 。


































の 中 で 、
こ れ に 相 当
すると思われる箇所では次のように述べられている。ぶ•State
S h i n to 
in 
the 










































（ 本 学 講 師 ・ 神 道 研 究 所 所 員 ）
